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令
和
5
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

特
　
　
集

ま
ち
の
声

一
般
質
問

従事者の高齢化対策に挑め

細
ほそかわ

川 久
ひさし

議員

農
業
の
従
事
者
が
高

齢
化
し
て
い
る
。
労

働
力
確
保
の
取
り
組
み
は
。

企
業
を
定
年
し
た
後

に
就
農
す
る
定
年
還

流
者
を
見
込
ん
で
い
る
。

農
作
業
へ
の
協
力
者
を
増

や
す
取
り
組
み
を
し
て
い

く
。
地
域
の
農
業
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

雇
用
も
で
き
る
農
業
経
営

体
を
作
っ
て
地
域
の
中
で

の
農
業
に
対
す
る
意
識
改

革
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

若
者
の
労
働
力
の
確

保
の
た
め
に
Ｗ
ｅ
ｂ

３
を
活
用
で
き
な
い
か
。

岩
手
中
央
農
協
と
連

携
し
農
業
へ
興
味
を

持
つ
人
口
を
増
や
し
、
農

作
業
へ
の
協
力
者
を
増
や

す
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
。
Ｗ
ｅ
ｂ
３
の
活
用
も

模
索
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

の
た
め
機
械
購
入
補

助
金
を
県
や
国
に
支
援
を

要
望
で
き
な
い
か
。

機
械
購
入
に
対
す
る

補
助
金
は
い
つ
で
も

相
談
を
受
け
付
け
し
て
い

る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対

す
る
補
助
金
は
常
に
県
、

国
に
要
望
し
て
い
る
。

※
次
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
表
す
言
葉

地
域
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
の
施
設
で
あ

る
看
板
を
掲
げ
て
は
ど
う

か
。

看
板
や
名
称
も
重
要

だ
が
、
実
態
が
ど
う

伴
っ
て
い
く
か
を
重
視
し

て
考
え
て
い
く
。

タ
ー
に
す
る
考
え
は
な
い

か
。

公
民
館
に
お
け
る
社

会
教
育
と
地
域
づ
く

り
双
方
の
観
点
か
ら
、
地

域
活
動
の
拠
点
の
在
り
方

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、

地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
慎

重
に
判
断
す
る
。

地
域
運
営
組
織
を
立

ち
上
げ
る
際
の
集
落

支
援
員
の
設
置
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

各
地
区
の
皆
さ
ん
と

対
話
に
よ
り
、
地
域

運
営
組
織
設
立
の
意
向
と

進
捗
状
況
を
把
握
。
ま
た
、

設
立
に
向
け
た
話
し
合
い

の
場
と
運
営
や
活
動
を
補

助
す
る
集
落
支
援
員
の
配

置
を
行
っ
て
い
る
。

集
落
支
援
員
の
採
用

に
当
た
っ
て
ど
の
よ

う
な
条
件
が
あ
る
の
か
。

主
体
的
に
活
動
す
る

の
で
は
な
く
、
会
議

の
場
で
、
ま
と
め
役
で
あ

っ
た
り
、
支
援
で
き
た
り

す
る
人
を
注
視
し
て
面
接

を
行
っ
て
い
る
。

地
区
公
民
館
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

答 意識改革に取り組む

問町長

農
業
振
興

問町長問

実態を把握し対応する
いじめから守る対策を

問

農政課長

企画課長

問

問

地　区
コミュニティ

集
落
支
援
員
を
配
置
す
べ
き

答
意
向
と
進
捗
状
況
を
把
握

町長

町長

大型機械による春作業始まる

「地域づくり拠点の在り方」勉強会

問企画課長

※
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令
和
5
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

特
　
　
集

ま
ち
の
声

一
般
質
問

緊
急
時
に
は
移
動
で

き
る
排
水
設
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

防
災
減
災
対
策
と
し

て
、
岩
手
河
川
国
道

事
務
所
と
連
携
し
、
排
水

ポ
ン
プ
車
の
出
動
要
請
を

行
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の

軽
減
に
努
め
て
い
く
。

日
詰
第
１
の
２
排
水

区
は
、
最
優
先
に
雨

水
対
策
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
整
備
状
況

は
。

強
制
排
水
が
で
き
る

施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
大
坪

川
排
水
区
へ
つ
な
が
る
バ

イ
パ
ス
管
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

町
外
の
児
童
生
徒
も

施
設
を
利
用
し
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
支
援
は
、

一
自
治
体
だ
け
で
な
く
、

県
も
含
め
た
広
域
で
の
対

応
と
な
る
よ
う
関
係
機
関

に
要
請
し
て
い
る
。

小
中
学
校
と
も
給
食

費
を
無
償
と
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。
町

で
も
実
施
で
き
な
い
か
。

学
校
給
食
に
関
す
る

町
の
喫
緊
の
課
題

は
、
新
し
い
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
施
設
整
備
で
あ

る
。
現
段
階
で
は
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

い
じ
め
対
応
策
と
し

て
特
例
的
に
少
人
数

学
級
に
で
き
な
い
か
。

学
級
編
成
お
よ
び
教

職
員
配
当
基
準
が
あ

り
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

県
教
育
委
員
会
に
、
生
徒

指
導
に
係
る
加
配
教
員
を

要
請
す
る
と
と
も
に
、
町

の
施
策
に
よ
る
ス
ク
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
や
教
育
相
談
支

援
員
を
配
置
し
、
学
校
に

寄
り
添
う
支
援
を
行
っ
て

い
く
。教

育
機
会
を
確
保
す

る
た
め
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
も
あ
る
が
、
町
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

い
じ
め
対
応
の
支
援

策
は
。

教
職
員
が
チ
ー
ム
と

し
て
対
応
す
る
こ
と

や
、
学
校
運
営
協
議
会
の

熟
議
に
よ
り
対
応
策
を
考

え
る
。
各
学
校
で
い
じ
め

問
題
に
対
し
、
今
以
上
に

真
摯
な
対
応
に
努
め
て
い

く
。

排
水
ポ
ン
プ
車
の
出

動
要
請
は
、
あ
る
程

度
水
が
た
ま
っ
た
時
で
は

な
い
の
か
。

水
位
な
ど
の
確
認
に

よ
り
、
要
件
に
基
づ

き
要
請
が
で
き
る
。

水害対策

豪
雨
対
策
を
進
め
よ

及
おいかわ

川ひとみ 議員

答
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
と
連
携

問

問

町長

問

答 実態を把握し対応する

子
ど
も
支
援

いじめから守る対策を

問

下川原ポンプ場の心臓部

教育長問

教育長

町長

教育長問

問消防防災課長

町長

建て替えが急務な給食センター
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令
和
5
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

特
　
　
集

ま
ち
の
声

一
般
質
問

取り組みを推進せよ

藤
ふじわら

原惠
け い こ

子 議員

行
政
事
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、﹁
書

か
な
い
窓
口
﹂
が
全
国
で

広
が
っ
て
い
る
。
町
で
も

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

全
国
複
数
の
自
治
体

に
お
い
て
各
種
税
証

明
書
発
行
や
住
民
異
動
届

な
ど
で
進
ん
で
い
る
。
今

後
、﹁
自
治
体
窓
口
Ｄ
Ｘ

ｓａａｓ
﹂
の
動
向
を
注
視

し
、
順
次
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ

タ
ル
化
︶
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

利
便
性
の
向
上
や
効
率
化

が
図
ら
れ
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
対
す

る
町
と
し
て
の
準
備

は
。

デ
ー
タ
連
携
な
ど
法

的
に
整
備
し
方
向
性

を
決
め
て
い
く
。

※
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
環

境
の
提
供

ペ
レ
ッ
ト
化
に
つ
い

て
国
の
制
度
を
利
用

で
き
な
い
か
。

利
用
で
き
る
も
の
は

取
り
入
れ
、
え
こ
３

セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
１
︐
１

０
０
ト
ン
の
利
用
を
目
指

し
て
進
め
て
い
く
。

に
よ
る
土
壌
改
良
効
果
が

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
た

め
、
堆
肥
利
用
促
進
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
ペ
レ

ッ
ト
化
を
進
め
て
い
る
。

現
在
、
試
験
製
造
を
終

え
、
製
品
を
販
売
で
き
る

か
確
認
し
て
い
る
が
、
大

量
生
産
、
販
売
に
対
応
す

る
製
造
工
程
で
は
な
い
。

農
業
経
営
継
承
の
取

り
組
み
は
。

紫
波
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
基
づ
き
、

農
業
経
営
体
の
支
援
と
と

も
に
、
令
和
７
年
に
公
表

予
定
の
地
域
計
画
を
作
成

の
た
め
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農

業
経
営
体
の
経
営
継
承
を

支
援
し
て
い
く
。

２
０
３
０
年
ま
で
の

目
標
に
化
学
肥
料
使

用
量
を
20
％
低
減
す
る
と

あ
る
が
、
堆
肥
の
ペ
レ
ッ

ト
化
試
作
品
の
状
況
は
。

え
こ
３
セ
ン
タ
ー
で

は
、﹁
紫
あ
波
せ
み

ら
い
た
い
肥
﹂
の
製
造
、

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
国

内
の
肥
料
価
格
高
騰
や
、

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
な
ど
に
よ
り
、
堆
肥

答 順次導入について検討

問町長

問

問

問

町長

町長

自
治
体
Ｄ
Ｘ

問 町長

問

食料安全保障
強化政策大綱

堆
肥
利
用
の
促
進
を
図
れ

答
ペ
レ
ッ
ト
化
を
進
め
て
い
く

企画総務部長 財政課長

デジタル化が進んでいく窓口

※

えこ３堆肥で地産地消
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令
和
5
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

特
　
　
集

ま
ち
の
声

特
　
　
集

追 跡あの質問はどうなっている
 空家対策  ～未然防止、適正管理、利活用の促進のために ～

令和３年12 月会議　一般質問
空家等対策事業について、現状と課題は。
紫波町空家等対策計画の作成当初に比べて、空家戸数は減少、老朽化した空家などの除却
戸数は増えた。住民への情報発信と所有者などへの当事者意識の啓発が今後の課題と認識
している。

答

問

令和４年 9月会議　一般質問
空家等を活用した移住・定住の促進について考えは。
空家等の総数は、計画策定時に比べ 18％余り減少しているほか、老朽化した空家の除却
も 50 戸を越えるなど、一定の成果が現れている。空き家バンクを活用し、所有者と利用
希望者のマッチングを行った結果、令和３年度末まで累計で登録数 19 件のうち 12 件が
成約に至った。空き家バンクの取り組みを継続するとともに、町の認知度を上げ、移住・
定住に努めていく。

答

問

令和５年３月会議　一般質問
空家に関する建物解体費用や改修費用を助成できないか。
基本的に個人の財産である空家の管理は所有者が行うことが原則である。利活用可能な空
家は、リノベーションまちづくり事業と連携し、令和 5 年度から改修の支援を行う予定で
ある。

答

問

　町では、幸いにも空家率が低い状況であるため、解体費用の助成を行わず、良好な
管理がなされるよう所有者に対して適切な指導を行っています。
　空家の所有者は約４割が町外に住所がある方です。問題となる空家を増やさないた
めに、今後も町の対応を注視していきます。

○ 平成3 0 年３月　紫波町空家等対策計画策定

○ 令和２年12 月　紫波町空家等の適切な管理に関する条例制定

○ 第２期紫波町空家対策計画策定（令和５年度～９年度）

空き家バンク開設




